
 8/21のメールで電子申請を選択した方が対象です

 9/5 更新システム登録ログインアドレスをメール送信済み

 およそ直感的に分かるように作られています

 各種excelファイルのpdf化、受講証などのpdf化が必要です

病理専門医更新システムの使い方

2024秋更新申請者用



アドレスクリック → 更新申請IDのための氏名登録



更新申請システム氏名登録済画面 更新申請システム氏名登録済メール

クリックして
ID登録画面へ



更新申請システムID登録（仮登録）開始



更新申請システムID登録（仮登録）開始

会員番号・PWなど数点の情報を
追加するのみ



ID登録（仮登録）最終確認



ID登録（仮登録）最終確認



更新システム用ID発行、PW確認

今後はこれを使ってログイン

そのまま次に行けます



更新システム用ID通知メール

今後はこれを使ってログイン

更新システムログイン

ログインを後日行う場合



更新システムログイン



更新システム本体

書式は全てダウンロード可

それぞれの項目
アップロード



更新システム本体  Pdfのみで、JPEG, TIFFはダメ

 1か所で複数個のアップ可（まとめなくて良い）

 旧式の書類もpdf化すれば利用可



郵送用のフォームでも可ですが、
こちらの方が使いやすいです。

フォーム

フォーム

フォーム

フォーム

受講証



フォーム

フォーム

剖検報告書

振込の控え

受講証

証明書類

2015, 2016
研修開始者のみ



勤務実態excel

黄色いセルのみに記入



黄色いセルのみに記入

自動計算される

勤務実態excel



診療実績excel

主執刀なのか、副執刀なのか、
指導なのか、どれかを記載

剖検だけで出す場合は、それ以外のexcelはアップロード不要

診断か指導かを記載

報告書の写しなどは不要
リストのみで可



単位集計excel

黄色いセルのみに記入
合計は自動計算



足りないと未達表示



単位集計excel ー i) 診療実績

3回以上連続更新者はBの生涯学習で代替可 AかBかいずれか選択：両方記載するとエラー

多めに書いても最大10単位まで

黄色いセルのみに記入・・・合計は自動計算

適切な例：
A選択

適切な例：
B選択



単位集計excel ー ii) 共通講習

必須が取れていない

上限10までしたカウントされない

適切な例： aの3つがそれぞれ取れている



単位集計excel ー iii) 領域講習

適切な例：

受講証アップロード10単位、希少がん 15単位

希少がん 15単位以上記入しても15単位までしか反映されない



単位集計excel ー 合計



Pdfファイルを保存、アップロード



全てアップロードしたら
「登録内容の確認」をクリック



正しい書類がアップロードされているか
確認するステップです。

それぞれのファイルの
「PDFダウンロード」をクリック



順にダウンロードし、OKだったら

それぞれの「確認チェック」をクリック



全部をチェックすると「完了登録へ進む」がクリックできます



「はい」で申請が完了です。
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